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畑
中
良
輔
先
生
（
大
正
十
一
年
生
ま
れ
、
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
歿
）
は
、
バ
リ
ト
ン
歌

手
、
歌
曲
作
曲
家
、
音
樂
評
論
家
に
し
て
東
京
藝
大
教
授
、
さ
ら
に
新
國
立
劇
場
の
初
代
オ
ペ
ラ
部

門
藝
術
監
督
を
務
め
ら
る
。
享
年
九
十
歳
、
合
掌
。 

朝
日
新
聞
夕
刊
の
演
奏
會
評
な
ど
、
先
生
の
聲
樂
、
歌
劇
に
關
す
る
文
章
は
、
御
自
身
聲
樂
家
な

る
こ
と
を
存
分
に
活
か
し
た
る
も
の
に
て
、
他
の
追
隨
を
許
す
こ
と
な
か
り
き
。
晩
年
に
至
る
迄
活

躍
を
續
け
ら
れ
た
る
は
、
高
齡
化
社
會
を
生
く
る
模
範
と
な
る
べ
し
。 

我
が
母
の
屬
せ
し
合
唱
團
の
指
揮
者
畑
中
門
下
な
る
故
を
も
つ
て
、
小
生
も
杉
竝
の
畑
中
邸
に
お

邪
魔
し
た
る
想
ひ
出
あ
り
。
そ
の
レ
ッ
ス
ン
室
を
見
る
に
、
樂
譜
、
レ
コ
ー
ド
類
の
み
な
ら
ず
、
詩

集
、
文
學
全
集
、
古
今
東
西
の
書
籍
、

堆
う
づ
た
か

く
天
井
ま
で
積
み
上
が
れ
り
。
父
の
次
兄
（
ピ
ア
ニ
ス

ト
）
と
も
友
人
の
由
に
て
、
京
都
吉
田
山
の
家
（
父
の
實
家
）
の
宴
に
御
來
駕
あ
り
た
る
こ
と
も
伺

ふ
。
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
の
「
青
の
會
」
の
休
憩
時
間
に
親
し
く
御
目
に
懸
か
る
折
も
あ
り
。
其
の
後
、

小
生
結
婚
式
の
折
に
は
祝
電
も
頂
き
た
り
。
ち
な
み
に
、
小
生
の
家
内
は
畑
中
先
生
の
孫
弟
子
に
當

た
る
。 

畑
中
氏
の
歌
は
さ
ほ
ど
の
美
聲
に
は
あ
ら
ね
ど
、
信
時
潔
の
連
作
歌
曲
「
沙
羅
」
の
録
音
は
、
柳

兼
子
の
録
音
と
雙
璧
と
言
ふ
べ
く
、
そ
の
日
本
語
歌
唱
の
格
別
に
味
は
ひ
深
き
語
感
に
こ
そ
醉
ひ
し

か
。 畑

中
氏
の
御
著
作
と
し
て
は
、
ハ
ン
ス
・
ホ
ッ
タ
ー
や
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
コ
ッ
プ
な
ど
來
日
演
奏
家

の
評
を
中
心
と
し
た
る
「
演
奏
家
的
演
奏
論
」
も
名
著
な
れ
ど
、
自
傳
的
著
作
た
る
「
繰
り
返
せ
な

い
旅
だ
か
ら
」
シ
リ
ー
ズ
全
四
卷
（
「
オ
ペ
ラ
歌
手
誕
生
物
語
」
な
ど
）
は
、
あ
た
た
か
き
御
人
柄

を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
れ
り
。 


